
No. 推奨事業メニュー 交付対象事業の名称

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

1
⑥農林水産業におけ
る物価高騰対策支援

特養林産物施設電気料金高騰対策支
援事業

①電気料金の高騰により事業経営に影響を受けているエノキタケ
生産組合に対する支援
②生産組合の施設稼働に係る電気料金の増額分（R6-R3）の一部
（1/2）を助成
③事業費　4,200千円
［支援金］
特用林産施設電気料金高騰対策支援事業助成金　4,200千円
・電気料金増額分8,400千円×1/2
④エノキタケ生産組合（4件）

R7.7 R8.3

2
⑦中小企業等に対
するエネルギー価格
高騰対策支援

事業者支援事業［物価高騰対策助成
金］

①原油及び物価の高騰により事業経営に影響を受けている町内中
小企業事業者に対する支援
②１事業者につき10万円助成
③事業費　35,172千円
［支援金］
物価高騰対策支援金　35,000千円
・100千円×350件
［事務費］
役務費　109千円
・通信運搬費　148千円
　　申請案内　140円×350件
　　再通知　　　110円×150件
　　交付決定　140円×350件
・手数料　63千円
　　振込手数料　110円×350件
　　組戻手数料　660円×35件
④町内中小企業事業者（農家、金融を除く）　（350件）

R7.7 R8.3

3
③消費下支え等を通
じた生活者支援

2割増商品券の発行

①原油及び物価の高騰により低下した消費意欲を喚起し、町内商
工業者の売り上げと利益の維持・拡大を図るために2割増し商品券
を発行する
②500円×24枚×2,000セット
③事業費　4,000千円
④商品券2,000セット

R7.7 R8.3

4
⑦中小企業等に対
するエネルギー価格
高騰対策支援

原料米等価格高騰支援金

①清酒の原材となる酒米及び菓子等に使用する米粉の価格高騰
により経営が圧迫される町内中小企業に対する支援
②［酒蔵］
令和５年と令和６年酒米の仕入合計額を比較し、増加分の３分の１
助成
※上限100万円
［酒造業以外の業種］
米粉を使用して製品化している業者を対象とし、令和５年と令和６
年米粉の仕入合計額を比較し、増加分の３分の１助成
※上限１０万円
③事業費　5,010千円
［支援金］
酒蔵　3,000千円
・1,000千円×3件    ・他の業種　2,000千円　　・100千円×20件
［事務費］
役務費　10千円
・通信運搬費　7千円
　　申請案内　140円×23件    　　交付決定　140円×23件
・手数料　3千円　　振込手数料　110円×23件
④町内酒蔵及び米粉使用加工業者（23件）

R7.7 R8.3

5
③消費下支え等を通
じた生活者支援

高齢者の経済支援事業［物価高騰対
策］

①物価高騰対策における家計支援として、77歳以上の高齢者に対
する生活支援
②町内で使える商品券（1人あたり3千円）の発行に関する経費
③事業費　15,412千円（交付金2,645千円、一般財源12,767千円）
［商品券］
商品券　11,940千円
・3千円×3,980人
［事務費］
需用費　644千円
・消耗品　14千円
　　ラベルシール　4,360円×3ケ
・印刷製本費　630千円
　　商品券印刷　126.5円×4,000セット
　　封筒印刷　　　30.8円×4,000セット
役務費　2,023千円
・通信運搬費　2,023千円
　　郵券代　613円×3,300件
委託料　805千円
・委託料　805千円
　　商品券取扱事務委託料　805千円
④77歳以上の高齢者（3,980人）

R7.7 R8.3

6

②エネルギー・食料
品価格等の物価高
騰に伴う子育て世帯
支援

物価高騰に伴うひとり親家庭支援事
業

①食料品等の物価高騰の影響で生活困窮となっている児
童扶養手当を受給しているひとり親家庭に対する支援
②児童扶養手当を受給しているひとり親家庭への支援金（2
万円）
③事業費　4,679千円
［給付金］
物価高騰対策給付金　4,600千円
・20千円×230人
［事務費］
役務費　79千円
・通信運搬費　51千円
　　郵券代　110円×230件×2回
・手数料　28千円
　　振込手数料　110円×23件
　　組戻手数料　660円×3件
④児童扶養手当受給世帯（230件）

R7.7 R8.3
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